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第２章 桶川市の子ども・子育ての現状 
 

１．子ども数と少子化の動向 

 
（１）児童人口の推移 

本市における児童人口（18歳未満）は、平成22年には12,185人でしたが、少しずつ減少を続

け、平成26年には11,596人となっています。 

また、総人口に占める児童人口の割合は、平成22年の16.2％から毎年減少を続けています。計

画の最終年である平成31年を想定した場合、引き続き減少していくことが予想されます。 

 

 

 

 

  児童人口（人） 総人口（人） 児童の割合（％） 

平成２２年 12,185 75,268 16.2 

平成２３年 12,040 75,470 16.0 

平成２４年 11,886 75,835 15.7 

平成２５年 11,744 75,678 15.5 

平成２６年 11,596 75,266 15.4 

 

資料：住民基本台帳 

（各年１月１日） 
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（２）出生数の推移 

本市における出生数は、最近の５年間で比較した場合、平成23年の573人をピークに減少して

います。 

 

 

 

  

（％）

16.2
16.0

15.7
15.5

15.4

14.0

15.0

16.0

17.0

平
成
２２
年

平
成
２３
年

平
成
２４
年

平
成
２５
年

平
成
２６
年

資料：住民基本台帳

（各年１月１日）

児童人口の割合の推移 

（人）

568 550 573
539 517
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成
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平
成
２４
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平
成
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出生数の推移 

資料：埼玉県保健統計年報

（各年１月１日）
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（３）合計特殊出生率の推移 

１人の女性が一生の間に産む子どもの数を示す合計特殊出生率は、国においては平成21年に

1.37人、県においては平成21年と平成23年に1.28人、本市においては平成21年と平成25年に

1.18人と最小の出生率を記録しましたが、その後は全国的に微増傾向にあり、出生率は僅かながら

上昇しています。本市については増減を繰り返しています。 

 
 
 

  平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 

国 1.37 1.39 1.39 1.41 1.43 

埼玉県 1.28 1.32 1.28 1.29 1.33 

桶川市 1.18 1.23 1.23 1.19 1.18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

合計特殊出生率 

資料： 

・埼玉県町（丁）字別人口（総人口）（各年１月１日）

・国勢調査年は、総務省統計局「国勢調査人口

（日本人人口）」（各年１０月１日） 
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２．家庭の状況 

 

（１）家庭の形態 

本市の１世帯あたりの平均人員数は減少傾向にあり、平成12年が2.96人、平成17年が2.79人、

平成22年が2.6４人となっています。 

また、18歳未満の子どものいる世帯の85.４％が核家族であり、年々増えています。 

核家族化に伴い、子育て家族の孤立が考えられることから、地域の中でより安心して子育てがで

きる環境づくりが必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  核家族世帯 その他の世帯 

平成１２年 81.4% 18.6%

平成１７年 82.7% 18.7%

平成２２年 85.4% 14.6%

 
 

単位：人 

  

資料：国勢調査 

18 歳未満の子どものいる世帯の形態 

18 歳未満の子どものいる世帯の平均子ども数の推移 

資料：国勢調査 

１世帯あたり平均人員数 

（人）

2.79

2.64

2.96

2.60

2.80

3.00

平成１２年 平成１７年 平成２２年

県
平成22年

1.66
1.28
1.67
1.28
1.63
1.27

平成７年 平成１２年 平成１７年 平成２２年

1.71 1.70 1.68 1.68
1.30 1.30 1.28 1.29
1.69 1.68 1.68 1.68
1.29 1.30 1.28 1.30
1.80 1.75 1.68 1.66
1.31 1.28 1.30 1.23

１８歳未満の子どものいる世帯平均

うち６歳未満の子どものいる世帯

核家族世帯

うち６歳未満の子どものいる世帯

その他の親族世帯（三世帯同居）

うち６歳未満の子どものいる世帯
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（２）女性の就労状況 

本市の女性の就労状況をみると、「30～34歳」で就業率がいったん下がりますが、再び「40～

44歳」から上昇します。30歳代以上の就業率のピークは「45～49歳」で68.4％となっています。

就労形態をみると、20歳代は「主に仕事」の比率が高くなっていますが、45歳以上は、「主に仕事」

と、「家事のほか仕事」がほぼ同数となっています。 

女性の働き方が、結婚・出産・育児と大きくかかわっていることから、今後は働く女性も安心し

て利用できる教育・保育の充実など、働く環境の整備が必要となっています。 

 

 
 

  女性人口 主に仕事 
家事のほか

仕事 
就業率（※） 

２０～２４歳 1,806 人 49.8% 2.9% 60.9% 

２５～２９歳 2,018 人 61.0% 6.6% 70.2% 

３０～３４歳 2,273 人 44.2% 13.2% 60.6% 

３５～３９歳 2,975 人 37.9% 19.7% 59.3% 

４０～４４歳 2,674 人 37.4% 26.9% 65.0% 

４５～４９歳 2,342 人 36.5% 31.2% 68.4% 

５０～５４歳 2,200 人 36.4% 30.2% 67.1% 

５５～５９歳 2,613 人 31.2% 25.9% 57.5% 

６０～６４歳 3,285 人 19.9% 21.1% 41.6% 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※就業率：「女性人口」のうち、就業総人口（「主に仕事」、「家事のほか仕事」、「通学のかたわら仕事」、

「休業者」の総数）の割合 

 

女性の就労状況 

資料：平成２２年国勢調査 
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３．ニーズ調査にみる子ども・子育ての状況 

 

（１） 調査の目的 

本市では、平成27年度から幼児期の教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進して

いく新たな制度が始まることに伴い、新たな計画を策定するため、市民の子ども・子育て支援に関

する実態や要望・意見を把握するためのニーズ調査を行いました。 

 

（２） 調査の設計・回収結果 

調査対象 就学前児童保護者 小学生保護者 

調査方法 郵送配布・回収 郵送配布・回収 

調査期間 平成２５年１１月１４日～２５日 

発送数 ９００通 ３００通

回収数 ５４４通 １７３通

回収率 ６０.４％ ５７.７％

●図表の読み方 

・図表中の「Ｎ」（＝Ｎumber）は、設問への回答者数を示しています。 

・調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第２位を四捨五入して算出

し、小数点第１位までを表示しています。回答者比率の合計は必ずしも100％にならない場合

があります。 

・複数回答形式の設問については、その設問の回答者数を基数として比率を算出しています。す

べての回答比率の合計が100％を超えることがあります。 

 

（３） 調査結果 

※特に表記がない項目については、「就学前」の調査結果となっております。 

 

 

①保護者の就労状況 

保護者の就労状況については、母親では、小学生に比べて就学前で「現在、就労していない」と

いう回答が多くなっています。 

母親のパート・アルバイト等の就労については、就学前の17.9％から小学生では44.3％と、約

26ポイントの増となっています。父親では、就学前、小学生ともに「フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない」が回答の大半を占めています。 

  

保護者の就労状況について 
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●就学前                    ●小学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●就学前                     ●小学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フルタイムで
就労してお
り、産休・育
休・介護休業
中ではない

21.5%

フルタイムで
就労している
が、産休・育
休・介護休業

中である
5.4%

パート・アル
バイト等で就
労しており、
産休・育休・
介護休業中

ではない
17.9%

パート・アル
バイト等で就
労している

が、産休・育
休・介護休業

中である
0.9%

以前は就労し
ていたが、現
在はしていな

い
43.8%

これまで就労
したことがな

い
3.2%

無回答
7.3%

(N=536)

◎母親 

◎父親 

これまで就労
したことがな

い
3.6%

以前は就労し
ていたが、現
在はしていな

い
19.8%

パート・アル
バイト等で就
労している

が、産休・育
休・介護休業

中である
0.6%

パート・アル
バイト等で就
労しており、
産休・育休・

介護休業中で
はない
44.3%

フルタイムで
就労している
が、産休・育
休・介護休業

中である
1.2%

フルタイムで
就労してお
り、産休・育
休・介護休業
中ではない

19.2%

無回答
11.4%

(N=167)

フルタイムで
就労している
が、育休・介

護休業中であ
る

0.0%

パート・アル
バイト等で就
労しており、
育休・介護休
業中ではない

0.2%

パート・アル
バイト等で就
労している

が、育休・介
護休業中であ

る
0.0%

以前は就労し
ていたが、現
在はしていな

い
0.4%

これまで就労
したことがな

い
0.0%

無回答
0.8%

フルタイムで
就労してお
り、育休・介
護休業中で

はない
98.6%

(N=513)

フルタイムで就
労しており、育
休・介護休業中

ではない
96.2%

フルタイムで就
労しているが、
育休・介護休業

中である
0.0%

パート・アルバ
イト等で就労し
ており、育休・
介護休業中で

はない
1.3%

パート・アルバ
イト等で就労し
ているが、育

休・介護休業中
である
0.0%

以前は就労して
いたが、現在は

していない
0.6% これまで就労し

たことがない
0.6%

無回答
1.3%

(N=156)
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②母親の就労希望 

母親の就労希望については、就学前で61.5％、小学生で59.0％が就労希望をもっています。ま

た、就学前で就労希望のある母親のうち、「1年より先で、一番下の子どもが（ ）歳になったら就

労したい」が36. 9％となっており、そのうち就労を希望する一番下の子どもの年齢は「３歳」が

24.7％と最も多く、次いで「４歳」が23.7％となっています。 

また、希望する就労形態については、「パートタイム、アルバイト等」が37.４％と最も多くなっ

ています。 

現在就労していない母親の就労の希望は高く、就労希望時期や就業形態などのニーズは多様であ

り、これらの希望に対応する就労支援の充実が求められています。 

 

◎就学前  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎小学生 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.7 36.9 24.6 11.5 8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=252）

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先で、一番下の子どもが（　　　）歳になったら就労したい

すぐにでも若しくは１年以内に就労したい

わからない

無回答

● 希望する就労形態 

37.45.2 57.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=155）

フルタイム（週５日・１日８時間程度）

パートタイム、アルバイト等

無回答

23.1 20.5 38.5 10.3 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=39）

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先で、一番下の子どもが（　　　）歳になったら就労したい

すぐにでも若しくは１年以内に就労したい

わからない

無回答

2.2 4.3

24.7 23.7

3.2

12.9 12.9

2.2 1.1
5.4

1.1 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5.4

0

10

20

30

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

6
歳

7
歳

8
歳

9
歳

10
歳

11
歳

12
歳

13
歳

14
歳

15
歳

16
歳

17
歳

18
歳

無
回
答

(%)

（N=93）

● 就労を希望する時の一番下の子どもの年齢
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③就労希望があるのに働いていない理由 

就労希望があるのに働いていない理由としては、「働きながら子育てできる適当な仕事がない」が

就学前で38.7％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.2 38.7 6.5 16.1 11.33.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=62）

保育サービスが利用できれば就労したい

働きながら子育てできる適当な仕事がない

自分の知識、能力にあう仕事がない

家族の考え方（親族の理解が得られない）等、就労する環境が整っていない

その他

無回答
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①現在の利用状況 

平日の定期的な教育・保育の事業の利用状況については、「利用している」が62.3％、「利用して

いない」が37.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②現在利用している平日の定期的な教育・保育事業と今後の利用希望（複数回答） 

現在利用している平日の定期的な教育・保育の事業、今後利用を希望する定期的な教育・保育の

事業ともに、「幼稚園」が最も多くなっています。次いで、現在利用している事業では「認可保育

所」、今後利用したい事業では「幼稚園の預かり保育」が多くなっています。 

計画において、ニーズに対して質・量ともに充実を図ることが求められています。 

 
◎ 現在利用している事業                 ◎ 今後利用したい事業 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保育サービスの利用について 

無回答
0.4%

利用している
62.3%

利用していない
37.3%

(N=544)

（N=339）

57.2

30.4

13.9

6.2

4.4

1.8

0.6

2.9

0.9

0 20 40 60 80

幼稚園

認可保育所

幼稚園の預かり保育

家庭保育室

認定こども園

事業所内保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

（％）

（N=544）

64.7

30.1

29.4

17.8

5.7

5.1

4.4

1.8

7.5

0 20 40 60 80

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

ファミリー・サポート・センター

家庭保育室

事業所内保育施設

その他

無回答

（％）
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①放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）の利用状況（小学生） 

放課後児童クラブは、各小学校に設置され、平成26年度までは４年生までを対象としていますが、

「利用している」人の割合は9.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

②放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）の今後の利用希望の有無（小学生） 

放課後児童クラブへの利用希望は、「利用希望はない」（50.3％）が最も多く、次いで「夏休みな

どの長期休暇中に利用したい」という回答が42.8％となっています。 

今後は、放課後の過ごし方に関する多様なニーズにも対応できるような環境整備が求められてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）の利用について 

9.2 89.6 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=173）

利用（入室）している

利用（入室）していない

無回答

（N=173）

50.3

42.8

16.8

8.7

3.5

0 20 40 60 80

利用希望はない

夏休みなどの長期休暇中に利用したい

平日に利用したい

土曜日に利用したい

無回答

（％）
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③放課後児

放課後

延長を希

 

◎ 放課

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用できる学

日曜日

利用時

指導内

施設設

桶川市の子ど

児童クラブ

後児童クラブ

希望する学年

課後児童クラ

学年を延長し

現在のま

・祝日も開い

時間を延長し

内容を工夫し

設備を改善し

ども・子育て

ブ（放課後児

ブへの要望に

年は「6年生

ラブへの要望

 

0

してほしい

ままでよい

いてほしい

してほしい

してほしい

してほしい

その他

無回答

ての現状 

児童健全育

については、

」が77.8％

望（複数回答

2

12.5

12.5

6.3

2

0.0

20

18 

育成事業）

「利用できる

％と最も多く

答） 

31.3

5.0

5.0

40 6

◎

0

（N=9）

写真

への要望

る学年を延長

くなっていま

（N=16）

56.3

60 80

（％）

◎ 延長を希

11.1 11.1

0% 20%

：放課後児童

（小学生） 

長してほしい

す。 

希望する学年

% 40%

4年生

童クラブの

 

い」が56.3

年 

77.8

60%

5年生

様子 

3％と多く、

80%

6年生

 

100%
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①泊りがけで家族以外に預けた経験の有無 

本市において、平成26年現在でショートステイは実施していませんが、保護者の用事により、子

どもを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことが「あった」という回答は21.9％で

した。さらに、その対処法として「親族・知人にみてもらった」が76.5％と最も多く、次いで「子

どもを同行させた」が30.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

● その対処方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

子育て短期支援事業（ショートステイ）について 

21.9 73.9 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=544）

あった

なかった

無回答

（N=119）

76.5

30.3

0.8

5.9

2.5

0 20 40 60 80

親族・知人にみてもらった

子どもを同行させた

子どもだけで留守番させた

その他

無回答

（％）
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①地域の子育て支援事業の利用状況（複数回答） 

地域の子育て支援事業の利用状況については、「市の子育て支援センターを利用している、または

利用したことがある」が42.5％、「（どれも）利用したことがない」が42.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域の子育て支援事業の利用意向 

地域の子育て支援事業の利用意向については、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思

わない」が61.0％、「利用していないが、今後利用したい」が18.9％、「すでに利用しているが、

今後利用日数を増やしたい」が15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域子育て支援拠点事業について 

4.618.9 15.4 61.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=544）

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

市の子育て支援センターを利用している、
または利用したことがある 

 
（どれも）利用したことがない

 
 

市の児童館を利用している、または利用したこと
がある 

 
 

その他の地域子育て支援拠点を利用している
 
 

無回答

（N=544）

42.5

42.3

17.6

14.5

0.6

0 20 40 60 80

い

る

答

（％）
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①不定期に利用している事業と利用日数 

一時預かりを利用している（「幼稚園の預かり保育」及び「一時預かり」）割合は、17.9％となっ

ています。また、年間の利用日数については、それぞれ幼稚園の預かり保育が「11～30日」、それ

以外の一時預かりが「10日」の割合が最も多くなっています。 

 

 

● 不定期に利用している事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年間の利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（N=544）

77.0

14.0

3.9

0.9

0.7

0.4

3.7

0 20 40 60 80

利用していない

幼稚園の預かり保育

一時預かり

ファミリー・サポート・センター

親の仕事・病気等で一時的に子どもを保育
する事業

その他

無回答

（％）

一時預かりについて 

する事業 

回答者
数

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日
11～
30日

31～
60日

61日
以上

無回
答

人数（人） 29 3 3 2 0 2 2 0 0 0 4 2 1 1 1

構成比（％） 14.3 14.3 9.5 0.0 9.5 9.5 0.0 0.0 0.0 19.0 9.5 4.8 4.8 4.8

人数(人) 4 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

構成比（％） 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

人数(人) 76 4 7 9 2 12 1 1 1 0 9 18 2 1 9

構成比（％） 5.3 9.2 11.8 2.6 15.8 1.3 1.3 1.3 0.0 11.8 23.7 2.6 1.3 11.8

人数(人) 5 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0

構成比（％） 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0

人数(人) 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0

構成比（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

一時預かり

親の仕事・病気等で一時的に
子どもを保育する事業

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

その他

１位：太文字
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②一時預かりの利用希望と利用希望日数 

一時預かりを「利用したい」という回答は40.8％となっています。必要な年間利用日数について

は、「11～30日」という回答が最も多く、26.6％となっています。 

一時預かり保育事業の利用希望は高く、私用やその他行事、不定期の就労など目的は多様です。

今後、事業を利用しやすくするための体制の整備が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 利用したい日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.8 54.8 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=544）

利用したい

利用する必要はない

無回答

回答者
数 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日

11～
30日

31～
60日

61日
以上

無回
答

人数（人） 167 9 12 15 4 22 4 3 0 0 31 44 9 1 13

構成比（％） 5.4 7.2 9.0 2.4 13.2 2.4 1.8 0.0 0.0 18.6 26.3 5.4 0.6 7.8

人数(人) 89 4 11 9 4 26 4 3 2 0 11 9 1 0 5

構成比（％） 4.5 12.4 10.1 4.5 29.2 4.5 3.4 2.2 0.0 12.4 10.1 1.1 0.0 5.6

人数(人) 86 5 8 10 1 15 5 4 0 0 15 15 0 0 8

構成比（％） 5.8 9.3 11.6 1.2 17.4 5.8 4.7 0.0 0.0 17.4 17.4 0.0 0.0 9.3

人数(人) 49 1 2 3 1 8 2 1 1 0 4 9 2 6 9

構成比（％） 2.0 4.1 6.1 2.0 16.3 4.1 2.0 2.0 0.0 8.2 18.4 4.1 12.2 18.4

人数(人) 13 1 2 1 0 3 0 1 0 0 1 1 2 0 1

構成比（％） 7.7 15.4 7.7 0.0 23.1 0.0 7.7 0.0 0.0 7.7 7.7 15.4 0.0 7.7

人数(人) 222 3 2 4 4 17 6 5 4 0 25 59 16 8 69

構成比（％） 1.4 0.9 1.8 1.8 7.7 2.7 2.3 1.8 0.0 11.3 26.6 7.2 3.6 31.1
１位：太文字

私用

冠婚葬祭、園・学校行事

兄弟姉妹や親の通院

不定期の就労

その他

必要な年間利用日数
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①子どもが病気やけがで通常の教育・保育事業が利用できなかった経験の有無 

この１年間に子どもの病気やけがで、通常の保育サービスが利用できなかったことが「あった」

という回答は就学前で79.1％、小学生で63.0％とそれぞれ多くなっています。 

 

●就学前 

 

 

 

 

 

 

●小学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

病児・病後児保育について 

79.1 17.4 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=339）

あった

なかった

無回答

63.0 35.3 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=173）

あった

なかった
無回答

写真：市内で病後児保育事業を実施している施設 

   （カオルキッズランド・ケアルーム） 
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②子どもの病気やけがで通常の保育を利用できなかったときにとった対処法 

通常の保育サービスを利用できなかったときの対処法として、「母親が休んだ」という回答が最も

多く、就学前で59.0％、小学生で47.7％となっています。次いで就学前で「親族・知人に子ども

をみてもらった」が32.8％となっていますが、小学生については、「父親又は母親のうち就労して

いない方が子どもをみた」が38.5％となっています。「病児・病後児の保育サービスを利用した」

への回答は、就学前で3.0％、小学生で0.9％となっています。 

 

●就学前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●小学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③病後児のための保育施設等の利用意向（就学前） 

病後児のための保育施設等の利用意向について、27.7％が「できれば預けたい」と回答していま

す。 

保護者が仕事を休んで対応していることも多く、病児・病後児保育の充実が必要となっています。 

 

  

27.7 70.5 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=166）

できれば預けたい

預けたいとは思わない

無回答

（N=268）

59.0

32.8

30.2

17.2

3.0

2.2

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

父親が休んだ

病児・病後児の保育サービスを利用した

その他

無回答

（％）

（N=109）

47.7

38.5

22.0

5.5

0.9

4.6

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

母親が休んだ

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

親族・知人に子どもをみてもらった

父親が休んだ

病児・病後児の保育サービスを利用した

その他

無回答

（％）
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①育児休業の取得状況 

母親の育児休業の取得状況については、「働いていなかった」が59.9％と最も多く、次いで、「取

得した（取得中である）」が26.7％、「取得していない」が11.6％となっています。 

 

●父親                      ●母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②母親の育児休業後の職場への復帰状況 

母親のうち、育児休業を取得した方で育児休業後、職場に復帰したかどうかについて、「職場に復

帰した」という回答が73.4％と最も多くなっています。また、「休業中に離職した」への回答は

9.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

育児休業制度について 

取得して
いない
91.2%

取得した（取
得中である）

2.7%

働いて
いなかった

0.8%

無回答
5.3%

(N=513)

取得して
いない
11.6%

取得した（取
得中である）

 26.7%

働いて
いなかった

 59.9%

無回答
 1.9%

(N=536)

73.4 16.8 9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=143）

職場に復帰した

現在育児休業中である

休業中に離職した
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③母親が職

母親が

次いで、

「実際

ています

までに職

現状で

育・保育

 

◎希望   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4歳以上

無回答

0

0歳1か月

2か月

3か月

4か月

5か月

6か月

7か月

8か月

9か月

10か月

11か月

1歳
1歳 1か月

2か月

3か月

4か月

5か月

6か月

7か月

8か月

9か月

10か月

11か月

2歳

2歳 1か月
2か月

3か月

4か月

5か月

6か月

7か月

8か月

9か月

10か月

11か月

3歳

桶川市の子ど

職場復帰を

が職場への復

「１歳6か月

際」に職場へ

す。次いで、

職場への復帰

では希望の時

育施設等の円

      

1.9
5.7

1.0
0.0
0.0
1.9
1.0

4.8
0.0
0.0
1.0
2.9

0.0

1.9
5.7

1.0
1.0
0.0

11.4
1.9
1.9
1.0
0.0
0.0

3.8
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
1.0
0.0

10.5

0 10 2

ども・子育て

を「希望」

復帰を「希望

月」が11.4％

への復帰をし

「０歳１１

帰をしていま

時期よりも早

円滑な確保と

      

 

4

20 30

ての現状 

していた時

望」した時の

％、「3歳」

した時の子ど

か月」と「

ます。 

早く復帰して

とワーク・ラ

      

39.0

40 50
((%)

26 

時の子ども

の子どもの年

が10.5％と

どもの年齢に

「１歳６か月

ている状況が

ライフ・バラ

   ◎実際%)

4歳以

無回

0歳1か

2か

3か

4か

5か

6か

7か

8か

9か

10か
11か

1歳 1か

2か

3か

4か

5か

6か

7か

8か
9か

10か

11か

2

2歳 1か

2か

3か

4か

5か
6か

7か

8か

9か

10か

11か

3

の年齢、

年齢について

となっていま

については、

」が9.5％と

があり、産後

ンスが重要で

際 

0.0
0.0

以上

回答

1.0
1.0
2.9
3.8

1.0
7.

5.7
1.0
1.0

7.
9

3.8
6.7

3.8
1.9
2.9

9
2.9

0.0
1.9

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
1.0
0.0
1.9

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
1.0

0 10

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月
か月

1歳

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月

か月
か月

か月

か月

2歳

か月

か月

か月

か月

か月
か月

か月

か月

か月

か月

か月

3歳

「実際」の

ては、「１歳」

ます。 

「１歳」が2

となっていま

後及び育児

です。 

6

6
9.5

20.0

7

9.5

20 3

復帰時の子

」が39.0％

20.0％と最

ます。62.1

休業後にお

0 40
(

子どもの年

％と最も多く

最も多くなっ

％が「１歳

おける特定教

（N＝105）

50
(%)(%)

 

年齢 

、

歳」

教



 

 

①－（ⅰ）

就学前

96.0％

なってい

一方、

童発達支

 

 

 

 

 

 

 
 

子育て支

幼児２人同乗

   

子育て
イドです

行政サ
り上げる

子育て

） 子育て

前の子育て支

、「小児救急

います。 

「子育て応援

支援センター

支援サービ

 ファミリ

パパ・ママ応

児

小児救急電

乗用（３人乗

子育て

     

て応援サイト
す。 
サービス、相
る「ママフレ特
て応援サイト

て支援サー

支援サービス

急電話相談事

援サイト『マ

ー」が39.2％

 

ビスの認知度

子育て

リー・サポート

認定

放課後

応援ショップ優

児童発達支援

電話相談事業

子育てアド

病児・病

り）自転車購

て応援サイト「

     

「ママフレ」

談、施設・窓
特集」などを
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ビスの認知

スの認知度

事業（＃800

ママフレ』」

％と少なくな

度・利用度

0%

て支援拠点

・センター

定こども園

子供教室

優待カード

援センター

（♯8000）

ドバイザー

後児保育

購入費補助

「ママフレ」

0
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の URL は
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知度（就学

については
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なっています

度について
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% 20%

はい

0        20 
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こちら htt
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2
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70.6
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調査にみる
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児・病後児保

育てアドバイ

96.0

5

57

74.3

82.9

60%

いいえ

      60  

育て応援サイ

ている子育て

か、日常の子

wa-city.mam

る子ども・子育

ョップ優待

保育」が70

イザー」が2

27.8

27.2

6.4

7.4

23.9

26.5

31.4

31.6

80%

無回
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て応援の行政
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育ての状況
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1.5
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2.9

2.8

3.3

100%

回答

   100
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①－（ⅱ） 子育て支援サービスの認知度（小学生） 

小学生の子育て支援サービスの認知度については、「パパ・ママ応援ショップ優待カード」が

97.7％、「ファミリー・サポート・センター」が74.6％、「病児・病後児保育」が70.5％と多くな

っています。 

一方、「子育て応援サイト『ママフレ』」が7.5％、「子育てアドバイザー」が34.7％、「子育て支

援拠点」が37.6％となっています。 

 

 

 

 

 

  

（N=173） 

74.6

46.8

52.6

97.7

54.3

61.8

34.7

70.5

46.2

7.5

24.3

51.4

45.1

43.9

37.0

63.0

28.3

52.6

91.3

37.6 60.7

0.6

1.7

1.2

1.7

2.3

1.7

1.7

1.2

2.3

1.2

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て支援拠点

ファミリー・サポート・センター

 認定こども園

 放課後子供教室

パパ・ママ応援ショップ優待カード

児童発達支援センター

小児救急電話相談事業（♯8000）

子育てアドバイザー

病児・病後児保育

幼児２人同乗用（３人乗り）自転車購入費補助

子育て応援サイト「ママフレ」

はい いいえ 無回答

0       20       40        60       80      100 

(%)
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②－（ⅰ） 子育て支援サービスの利用度（就学前） 

就学前の子育て支援サービスの利用度については、「パパ・ママ応援ショップ優待カード」が

90.8％と最も多くなっています。次いで、「子育て支援拠点」が43.6％、「小児救急電話相談事業

（＃8000）」が38.1％となっています。 

一方、利用度が低いのは、「放課後子供教室」が2.4％、「子育てアドバイザー」が2.8％、「子育

て応援サイト『ママフレ』」が2.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（N=544）

12.1

8.5

90.8

6.4

38.1

83.3

87.7

92.1

6.6

88.6

58.1

92.3

91.4

91.5

92.8

4.6

5.5

5.0

5.0

4.0

4.22.9

5.0

4.6

2.8

2.4

43.6 51.7

3.5

3.9

2.6

3.9

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て支援拠点

 ファミリー・サポート・センター

認定こども園

 放課後子供教室

パパ・ママ応援ショップ優待カード

児童発達支援センター

小児救急電話相談事業（♯8000）

子育てアドバイザー

病児・病後児保育

幼児２人同乗用（３人乗り）自転車購入費補助

子育て応援サイト「ママフレ」

はい いいえ 無回答

0       20        40       60       80      100

(%)
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②－（ⅱ） 子育て支援サービスの利用度（小学生） 

小学生の子育て支援サービスの利用度については、「パパ・ママ応援ショップ優待カード」が

92.5％と多くなっています。次いで、「小児救急電話相談事業（＃8000）」が26.6％、「ファミリ

ー・サポート・センター」が21.4％となっています。 

一方、利用度が低いのは、「子育て応援サイト『ママフレ』」が0.6％、「幼児2人同乗用（３人乗

り）自転車購入費補助」が1.2％、「子育てアドバイザー」が2.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（N=173） 

21.4

4.0

4.6

92.5

12.1

26.6

2.9

4.0

1.2

0.6

74.6

93.1

91.3

5.2

83.2

71.1

93.1

91.9

95.4

93.6

4.0

4.0

4.6

4.0

4.0

5.8

11.6 82.1 6.4

2.9

2.3

2.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て支援拠点

ファミリー・サポート・センター

 認定こども園

 放課後子供教室

パパ・ママ応援ショップ優待カード

児童発達支援センター

小児救急電話相談事業（♯8000）

子育てアドバイザー

病児・病後児保育

幼児２人同乗用（３人乗り）自転車購入費補助

子育て応援サイト「ママフレ」

はい いいえ 無回答

0     20        40       60       80       100

(%)
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③子育てについて相談できる人・場所の有無 

子育てについて相談できる人の有無については、相談できる人、または相談できる場所が「いる

／ある」という回答が、就学前、小学生ともに92.5％となっており、ほとんどの方が「いる／ある」

と答えています。 

 

●就学前 

 

 

 

 

 

 

 

 

●小学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子育ての実態と希望について 

92.5 6.6 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=544）

いる／ある

いない／ない

無回答

92.5 6.4 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=173）

いる／ある

いない／ない

無回答
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④子育てに関して日常悩んでいること・気になること 

子育てに関して日常悩んでいること・気になることについては、就学前において「子どもを叱り

すぎているような気がすること」が27.4％と最も多くなっており、次いで「食事や栄養に関するこ

と」で26.1％、「病気や発育・発達に関すること」が21.9％となっています。 

また、小学生においては、「子どもの教育に関すること」が最も多く、35.8％となっています。

次いで、「友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること」が29.5％、「子どもを叱りすぎている

ような気がすること」が27.7％となっています。 

就学前では「子どもを叱りすぎているような気がすること」が多く、小学生に関しては、「友だち

づきあい（いじめ等を含む）に関すること」が比較的多くあることから、今後さらに保護者及び子

どもが気軽に相談できる体制などを整えていくことが求められています。 

 

●就学前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもを叱りすぎているような気がすること

食事や栄養に関すること

病気や発育・発達に関すること

子どもの教育に関すること

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

子どもとの時間を十分にとれないこと

経済的事情のこと

友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいな
いこと 

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子育てに関して配偶者の協力が少ないこと

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込
み方法がよくわからないこと  

子育ての方法がよくわからないこと

話し相手や相談相手がいないこと

子育てに関して配偶者と意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場 
などまわりの目が気になること 
子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげ
たり、世話をしなかったりすること 

登園拒否などに関すること

その他

特にない

無回答 （N=544）

27.4

26.1

21.9

20.8

20.6

18.4

16.9

10.1

9.9

9.7

8.5

6.4

4.6

4.6

4.6

4.4

2.9

1.1

3.3

20.6

2.2

0 10 20 30 40

（％）

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がい
ないこと 

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申
込み方法がよくわからないこと 

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場
などまわりの目が気になること 
 子育てのストレスがたまって、子どもに手をあ
げたり、世話をしなかったりすること 
 



３．ニーズ調査にみる子ども・子育ての状況 

 

33 
 

第 

２ 

章 

 

 ●小学生 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの教育に関すること 
 

友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること 
 

子どもを叱りすぎているような気がすること 
 

子どもとの時間を十分にとれないこと 
 

健康や発達に関すること 
 

食事や栄養に関すること 
 

経済的事情のこと 
 

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 
 

子どもとの接し方に自信が持てないこと 
 

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいな 
いこと 

子育ての方法がよくわからないこと 
 

子育てに関しての配偶者の協力が少ないこと 
 

話し相手や相談相手がいないこと 
 

子育てに関して配偶者と意見が合わないこと  
自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場 
などまわりの目が気になること 
子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげ 
たり、世話をしなかったりすること 

登校拒否、不登校などに関すること  
地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込 
み方法がよくわからないこと 

その他 
 

特にない 
 

無回答 （N=173）

35.8

29.5

27.7

21.4

17.9

17.3

15.0

8.7

8.1

7.5

4.0

4.0

3.5

2.9

2.3

2.3

1.7

1.2

4.0

20.2

2.9

0 10 20 30 40

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

（％）

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がい 
ないこと 

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場 
などまわりの目が気になること 
 子育てのストレスがたまって、子どもに手をあ 
げたり、世話をしなかったりすること 
 

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申 
込み方法がよくわからないこと 
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⑤行政サービスへの要望 

子育て支援に関する要望について、就学前においては、「公園など家の外で安心して子どもが遊べ

る場を増やしてほしい」が59.2％、「保育所や幼稚園にかかる出費負担を軽減してほしい」が

55.9％となっています。 

また、小学生においては、「公園など家の外で安心して子どもが遊べる場を増やしてほしい」が

67.6％、「児童手当などの給付事業による家庭の経済的支援を強めてほしい」が48.6％、「安心し

て子どもが医療機関を受診できる体制を整備してほしい」が44.5％となっています。 

就学前、小学生ともに遊べる場所の確保が必要という意見が最も多く、子どもの遊び場の整備が

課題となります。 

 

●就学前 

 

 

 

 

 

 

  

(％)

（N=544）

59.2

55.9

36.9

34.0

25.2

20.2

19.7

18.8

14.9

14.3

13.6

7.7

7.2

6.8

5.3

4.4

3.3

3.1

3.5

0.6

10.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

公園など家の外で安心して子どもが遊べる場を増や 
してほしい　　 　 　 　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　

保育所や幼稚園にかかる出費負担を軽減してほしい

児童手当などの給付事業による家庭の経済的支援  
を強めてほしい　  　　 　 　　　　　　　　　                　 
安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備し 
てほしい　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

児童館を増やしてほしい

親子が安心して集まれる身近な場を増やしてほしい

親子で楽しめるイベントを開催してほしい

放課後児童クラブを増やしてほしい

保育所を増やしてほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など企業に対して
職場環境の改善を働きかけてほしい　  　　 　　  　　　

放課後子供教室を行う場所を増やしてほしい

誰でも気軽に利用できるＮＰＯ等による保育サービス　
がほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
子育て中の親同士が交流できる場や子育てについて  
学べる機会を提供してほしい　 　　　　　　　　　　　　　　

認定こども園を増やしてほしい

子育てに困った時に相談したり情報が得られる場を作 
 ってほしい　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　

幼稚園を増やしてほしい

子育て支援拠点のサロンを増やしてほしい

子どもへの虐待を防止する取組みや子どもの人権を守
る取組みを強めてほしい　　  　　 　　　　　　　　　　　　　　

その他

特にない

無回答

公園など家の外で安心して子どもが遊べる場を増やし 
てほしい 
 

保育所や幼稚園にかかる出費負担を軽減してほしい 
 

児童手当などの給付事業による家庭の経済的支援を
強めてほしい 

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備して
ほしい 

残業時間の短縮や休暇の取得促進など企業に対して 
職場環境の改善を働きかけてほしい 

誰でも気軽に利用できるＮＰＯ等による保育サービスが 
ほしい 

子育て中の親同士が交流できる場や子育てについて学
べる機会を提供してほしい 

子育てに困った時に相談したり情報が得られる場を作っ
てほしい 

子どもへの虐待を防止する取組みや子どもの人権を守 
る取組みを強めてほしい 
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●小学生 

 

 

  

(％)

（N=173）

67.6

48.6

44.5

22.0

21.4

20.2

18.5

12.1

11.6

8.7

7.5

6.9

2.3

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

公園など家の外で安心して子どもが遊べる場を増やして
ほしい　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

児童手当などの給付事業による家庭の経済的支援を強
めてほしい　  　 　　   　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

安心して子どもが医療機関を受診できる体制を整備して
ほしい　　　 　　     　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

児童館を増やしてほしい

放課後子供教室を行う場所を増やしてほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など企業に対して職
場環境の改善を働きかけてほしい    　　　　　　　　　　　　

親子で楽しめるイベントを開催してほしい

子育てに困った時に相談したり情報が得られる場を作っ
てほしい　　　　　 　 　  　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

放課後児童クラブを増やしてほしい

子育て中の親同士が交流できる場や子育てについて学
べる機会を提供してほしい　　   　　　　　　　　　　　　　　　

子どもへの虐待を防止する取組みや子どもの人権を守 
る取組みを強めてほしい　　  　　 　　　　　 　　　　　　　　

その他

特にない

無回答

公園など家の外で安心して子どもが遊べる場を
増やしてほしい 

児童手当などの給付事業による家庭の経済的
支援を強めてほしい 

安心して子どもが医療機関を受診できる体制を
整備してほしい 
 

残業時間の短縮や休暇の取得促進など企業に
対して職場環境の改善を働きかけてほしい 
 

子育てに困った時に相談したり情報が得られる
場を作ってほしい 

子育て中の親同士が交流できる場や子育てに
ついて学べる機会を提供してほしい 

子どもへの虐待を防止する取組みや子どもの
人権を守る取組みを強めてほしい 
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大分類 分類 件数集計 

保育園・幼稚
園、放課後児
童クラブ、学
校、子育て支
援サービスな
ど 

放課後児童クラブの充実 23 

子育て支援の場の充実、児童館の増設 20 

保育園の増設、待機児童解消、保育園に入りやすくしてほしい 17 

緊急時や夜間・休日に気軽に利用できるサポート 7 

保育園の充実 6 

幼稚園の充実 5 

小学校、学校教育の充実 3 

入園・入所の審査の簡素化 2 

認定こども園の新設希望 2 

保育の質の向上、職員の処遇改善や充実 1 

ファミリー・サポート・センターなどの充実 1 

孤立化、孤独な子育てにならないための仕組みや援助 1 

行政施策 
手続きや職員の対応の改善 3 

桶川市の子育て支援施策について 2 

公共施設・公
共交通 

公園・広場、遊び場の充実 13 

文化施設の充実 5 

子連れでも外出しやすい・利用しやすい施設整備 5 

学校や保育施設の安全整備 2 

情報・相談体
制の充実 

子育てに関するサービスや施設の情報の分かりやすさ 4 

保育園に関する情報発信方法について 1 

経 済 的 な援助 

保育園利用料について 7 

産後に必要な費用などの援助 6 

幼稚園の利用料軽減 5 

児童手当、給付金などの充実、税金の優遇など 3 

医療 

医療費の窓口支払いが負担 28 

桶川市内に産科が少ない  2 

健診方法を改善してほしい 1 

健診は平日以外にも行ってほしい 1 

安心・安全 道路を安全に歩けるようにしてほしい 4 

その他 

子どもを第一にしてほしい 2 

保育園へ子どもを預けて働くことについて 1 

母親が働きながら子どもを育てるのは大変なこと 1 

桶川市の子育て支援事業に関する意見・要望（就学前）  
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大分類 分類 件数集計 

放課後児童ク
ラブ、学校、
子育て支援サ
ービスなど 

放課後児童クラブ・保育園に入りやすく、公平な審査 11 

放課後児童クラブの充実 8 

子育て支援の場、児童センター 3 

小学校、学校教育の充実 2 

ファミリー・サポート・センターなどの充実 1 

公共施設 
安心・安全な遊び場や居場所 8 

体を動かせる場所・施設 1 

安心・安全 安全な通学路 1 

医療 医療費の窓口支払いが負担 5 

経 済 的 な援助 経済的な支援の充実 1 

桶川市の子育て支援事業に関する意見・要望（小学生）  
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